
一般社団法人まなびのみなと事業計画（第8期　2026年4月-2027年3月）

事業分類 事業名 事業概要 計画 担当者 協力団体

1 まなびの船頭になる 島チャレ

”やりたいことをはじめる第一歩”をテーマに、ひとり一人 の「やりたいこ
と」を応援し、チャレンジを創出してアクションにつなげていくことを目的に
した社会教育プログラム。小学生から高齢者世代まで全世代を対象とし
た多世代交流の中で、地域をおもしろがる人たちのチャレンジが 連鎖す
るコミュニティをつくる。

島民の全ての世代を対象にしたプログラムとして今年度も参加者を学生・社会人を合わせて
20名を想定している。今年度は運営スタッフに卒業生や教育関係者を新たにメンバーを加え
ることで、新しい視点を取り入れたプログラム設計づくりに力を入れる。新規参加者のプロ
ジェクトの始動だけではなく、昨年度からの継続参加者のプロジェクト拡大と実践の充実に向
けた取り組みも力を入れていく。

円光 島BASE

2 まなびの船頭になる 高校生マイプロジェクト広島

認定NPO法人カタリバとパートナー契約を結び、広島県内の高校生のプ
ロジェクト活動を支援する。年に一度の学びの祭典「全国高校生マイプロ
ジェクトアワード広島県Summit」では、 県内の高校生が一堂に集い、社会
で活躍するオトナたちとの対話を通して共に未来を描く関係性を構築する
機会を創出する。

認定NPO法人カタリバとパートナー契約を結び、広島県内の高校生のプロジェクト活動を支
援する。年に一度の学びの祭典「全国高校生マイプロジェクトアワード広島県Summit」では、 
県内の高校生50プロジェクト・100名の受け入れを想定し、社会で活躍するオトナたちとの対
話を通して共に未来を描く関係性を構築する機会を創出する。また、年間を通して4回のイベ
ントを実施し、プロジェクト活動のきっかけづくりや伴走支援を行う予定である。

勝瀬

認定NPO法人カタリバ
株式会社テレビ新広島
Peace ＆ Science Innovation Ecosystem（広島大学
スタートアップ推進部門）

3 まなびの船頭になる
大崎海星高校魅力化コーディネーター
事業

大崎海星高校魅力化コーディネーター業務。昨年度に引き続き、小・中学
校との連携や広島叡智学園、広島商船高専との関わりを生まれていく仕
組みをつくる。伴走や対話のシンポジウム、教育の島フォーラムなど、内
外と連携して新しい学びの島を牽引する高校魅力化プロジェクトを目指
す。

生徒募集・人材育成・魅力づくり・魅力発信など、大崎海星高校魅力化プロジェクトに関わる
すべてのことについて、5年後を見据えて取組を進める。特に下宿生受け入れの問題や高校
魅力化と町づくりの接続部分に注力する。

取釜

大崎上島町教育委員会生涯学習課
広島県立大崎海星高等学校
広島県立広島叡智学園中学校・高等学校
国立広島商船高等専門学校

4 まなびの船頭になる 食を通じたまちづくり事業

大崎上島町から委託を受け、島で暮らす小学生に「地域で学び、地域を
学ぶ機会」を提供する食の教育プログラムを実施する。大崎上島町の事
業者と連携した教育機会を町外へと発信・提供していくことを目指し、食の
観光・教育プログラムのパッケージ化や食のフォーラムの開催に取り組
む。

町内の小学生に向けた食の体験プログラムを実施し、小学生と食の事業者が出会い共に学
ぶ機会をつくる。また、町内外の小学生・大人を対象とした「島のポップアップレストラン」を開
催し、町内外の子どもたちが島をフィールドに食を通じて共に学び合える機会を創出する。さ
らに、今年度で3年目となる「食のフォーラム」を開催し、地域に新しい変化を育む島内外の
実践者や町民が世代を超えて交わる関係性を構築する予定である。

神田 大崎上島町

5 航路をつくる ミカタカフェ
”誰もが誰かのミカタになれる場所”をコンセプトにカフェ併設型のコミュニ
ティスペースを運営。 地域の大人と子どもの交流が生まれる場所、その
出会いによって地域プロジェクトが生まれる 場所を目指す。

”誰もが誰かのミカタになれる場所”をコンセプトにカフェ併設型のコミュニティスペースを運
営。 地域の大人と子どもの交流が生まれる場所、その出会いによって地域プロジェクトが生
まれる 場所を目指す。金・土・日曜日のカフェ営業およびコミュニティスペース開放を行う。ま
た、島内の多拠点と連携して、10代の居場所として、地域社会全体で子ども・若者を包摂す
るネットワーク（エコシステム）を構築することを目指している。

取釜 島内各拠点

6 航路をつくる 絵本図書館ひみつきち
“みんなでつくる親子の居場所”を軸に、主に未就学児とその保護者を対
象とした支援を展開。子どもに関心のある高校生の実践の場としても機能
させ、誰もがありのままで過ごせる憩いの空間やつながりを地域の中に
創出する。

運営体制の変更に伴い、今年度は拠点での不定期イベントを実施するほか、ときには拠点
を飛び出して地域のマルシェでキッズスペースを提供する。高校生や教育関係者と協働しな
がら年間数回の場づくりを行い、島の保護者の力になれる柔軟な支援体制の構築を目指
す。

牧内

7 明かりを灯し
港をつくる 大学生おためしぐらし

島での「暮らす・働く」に関心がある大学生の長期滞在機会を創出する。
移住促進や関係人口創出という成果追求型ではなく、あくまで大学生に
向けての学びの機会と、大学のない島に暮らす子ども達がロールモデル
と出会う機会を創出することを目的とする。

離島での「暮らす・働く」に関心がある大学生の長期滞在機会を創出する。移住促進や関係
人口創出という成果追求型ではなく、あくまで大学生に向けての学びの機会と、大学のない
島に暮らす子ども達がロールモデルと出会う機会を創出することを目的とする。

勝瀬 -

8 明かりを灯し
港をつくる KAMIJIMA COLLEGE 島内事業者と連携し、卒業生を含む大学生が全国から集まり、1週間の大

崎上島滞在期間の中で事業アイデアを共創するプログラムを運営する。

2026年度は、9/3(木)〜9/9(水)の夏回、そして3/5(金)〜3/11(木)の春回と2回に分けて実施
予定である。大崎上島町観光協会とも連携・協力し合いながら、大学生への機会提供に留ま
らず、地域事業者や島内店舗と来島者との接続および訪問機会の創出を通じて、交流人口
の拡大及び関係人口の創出を図る。

勝瀬 株式会社第一プログレス
大崎上島町観光協会

9 明かりを灯し
港をつくる 親子ワーケーション

親子で3日間滞在し、保護者はワーケーションを、子どもたちは島ならでは
のアクティビティ体験をする中で、高校生や住民との体験が自然と生ま
れ、「学びの島」の環境を体験・発信していくことを目的としたプログラム。
大崎上島町の委託事業として3年目の実施。

2026年度は8月・9月・11月の3日程で実施予定。昨年度から開始した小学校への半日体験
留学や、漁師さんと体験する魚捌き教室・農家さんと体験する柑橘収穫など一次事業者との
交流も各日程に組み込み特色化をしていく。

勝瀬 大崎上島町
株式会社ソトエ

10
明かりを灯し
港をつくる ポケマルおやこ地方留学

「究極の食育」をテーマに、自然のエキスパートである全国の生産者さん
のもとへ親子で訪れ、親はワーケーションで仕事をしながら、子どもは生
産者さんのもとで自然について学ぶプログラム。大崎上島町の食や自然
を生かし、町外の親子向けに生産者と出会ったり、自然に触れ合う場をつ
くる。

今年度も昨年度同様、全国一位の満足度を目指して、安全に留意しながら運営する。また、
今後に向けて町の事業である親子ワーケーションや食を通じた町づくり事業、島チャれなど
との連携を模索する。

取釜
株式会社雨風太陽
島内各事業者さんたち

11
明かりを灯し
港をつくる 企業研修

大崎上島の学びの資源を活用し、企業研修のコーディネートを行う。本事
業を通じてPRすることで、「教育の島」から「学びの島」へのリブランディン
グを行い島内外へ発信する。

学びの資源を活用して、年間3回を目標に越境・教育プログラムを実施。大崎上島で学ぶ意
義を「人材育成」の領域まで広げることを目指す。 取釜 一般企業及び島内事業者等

12
明かりを灯し
港をつくる 中高生向け越境プログラム

大崎上島が持つ学びの資源を生かした、中高生向けの体験プログラムの
コーディネートを行う。島の外からやってくる学生との交流などをきっかけ
に新たな学びの機会づくりを行う。

大崎上島が持つ学びの資源を生かして、越境体験プログラムを実施。大崎海星校魅力化プ
ロジェクトの実践を通じて培われた学びのプログラムづくりの力を生かして、島外からの中高
生に向けた学びの機会づくりを行い「学びの島」としての新たな形をつくっていく。

円光

13 明かりを灯し
港をつくる おおさきかみじま卒業生クエスト型基金

大崎上島町内の広島叡智学園高校・広島商船高専・大崎海星高校の3校
の卒業生に向けて、再度大崎上島での活動に取り組むきっかけを提供す
るための複数のクエスト型活動補助を用意し、大学生不在の町に新たな
参画の仕組みを立ち上げ、還流をつくる。

「高校生マイプロジェクト広島」や「KAMIJIMA COLLEGE」など他事業への参画を交通費・宿
泊費補助で応援する仕組み、そして卒業生によるアクションの活動資金提供を実施する。

勝瀬


